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1 はじめに
語彙の習得は語学学習の基本である．新たな語彙を習

得するためには，学習者個人が意味を知らない単語 (以
下，未知単語)を何らかの方法で語学学習の対象にしな
くてはならない．そこで，文書中の未知単語を推定する
指標の一つとして，単語の難しさを表す出現頻度を用い
る方法がある．ここで，出現頻度は全ての学習者に共通
する客観的な指標である．そのため，出現頻度の高い簡
単な単語が未知単語である場合，学習の必要性が高いに
も関わらず，出現頻度のみに基づいた学習では学習漏れ
の可能性がある．
本研究ではスマートフォンのセンサデータで得られる

読書活動データを用いて，学習者個人の英文読解能力 [1]

を加味することで未知単語推定の精度向上を目指す．実
験の結果，実験参加者 14名のうち 12名に対して，読書
活動データが未知単語推定に寄与することを確認した．
2 提案手法
提案手法では，客観的な指標である文書特徴量とス

マートフォンのセンサデータで得られる読書活動データ
を用いて未知単語であるか否かを識別する．
まず，スマートフォンの画面上で文書中の数単語を 1

行ずつ表示するモバイルアプリケーションを実装し，実
験に用いる．この 1 行ごとに文書特徴量・読書時間・ス
マートフォンの 3軸加速度 (2Hz)・読み返し回数を取得
する．文書は Newselaデータセット 1を使用する．
次に，取得した特徴量を 1行単位から 1単語単位に抽

出する．この際，冠詞などの stop wordsや固有名詞を
除く．また，抽出した単語の出現頻度を，推定に用いる
文書特徴量として追加する．
そして，得られた特徴量の中から有効な特徴量を Se-

quential Backward Floating Selection によって選択す
る．選択された特徴量をもとにサポートベクターマシン
(SVM)を用いて未知単語であるか否かを識別する．
3 実験
提案手法の精度を検証するため，実験参加者 14名 (男

性 6名，女性 8名)を対象に実験を行った．
3.1 文書特徴量と読書活動データの取得
端末は全て実験参加者各自のスマートフォンを利用し，

9文書読んでもらった．実験参加者が 1つの文書を読ん
でいる間，スマートフォンの画面上で 1行ごとに文書特
徴量・読書時間・スマートフォンの 3軸加速度 (2Hz)・

1https://newsela.com/

図 1: 提案手法とベースラインの AUPR

読み返し回数を取得した．そして，1つの文書を読み終
えるごとに，未知単語を選択してもらった．
3.2 評価方法
ユーザ依存で Leave-One-Document-Out 交差検証を
行い，PR曲線のAUCであるAUPRを評価指標として
計算した．全ての学習者に対して共通する客観的な指標
である文書特徴量のみで学習した AUPRをベースライ
ンとし，提案手法の AUPRと比較した．
3.3 結果
提案手法およびベースラインのAUPRを比較した結果
を図 1に示す．図 1より，実験参加者 14名のうち 12名
に対して，提案手法がベースラインを上回る結果となっ
た．また，この 12名に対して選択された特徴量の内，読
書活動データの数は平均で 4.4個だった．一方，ベース
ラインが提案手法を上回る結果となった p10と p12の 2

名に対して選択された特徴量の内，読書活動データの数
はそれぞれ 2個と 1個だった．このことから，今回の実
験で取得した読書活動データが未知単語推定に寄与しな
い実験参加者も存在することが分かった．
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